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日高中学校区学校支援地域本部事業　説明資料

1名

●コーディネーターの３役
日高中学校に常駐し、学校支援コーディネーター・教育支援員（ボランティ
ア）・放課後学習室指導員の三役を兼任している。三つの業務を遂行する
なかで、地域住民、学校や先生、生徒との信頼関係を築かれ、また、それ
ぞれを結ぶ役割を強く担っている。

活動の経緯・概要・特徴 基本データ

日高中学校・能津小学校・日下小学校

活動拠点

●学校支援地域本部事業
・延べ活動日数　321日
（内訳：学習支援48日・放課後学習室指導131
日・部活動指導45日・環境整備8日・登下校安
全63日・学校行事15日・その他11日）

・延べ参加ボランティア数　853人

・主な活動…放課後学習室・課外授業付き添
い・家庭科授業補佐・マル付け補助・校区見守
り活動・運動会練習補助・図書室整理他

・事業費2,496千円（内報償費96％）

●日高中学校放課後学習室
学校空き教室を利用し、週３前後で下校時実

有ボランティア登録 82名 地域連携担当教員

日高中学校

関係事業
学校支援地域本部事業（H27ＩＣＴ機器整
備）・土曜教育推進事業・生活困窮者自
立支援事業（学習支援）

●日高村子どもの未来応援団の発足から学校支援地域本部事業へ
　平成１５年頃、高知県では「地域ぐるみ教育の推進」などの活動を支える
役割として「地域教育指導主事」制度が設けられ、当村教育委員会にも派
遣されていた。同主事等が中心となり、地域住民などに声をかけ学校支援
ボランティアセンターを設置。ボランティア登録者は「日高村子どもの未来
応援団」として組織化され、地域住民が主体となった子どもへの様々な支
援活動が始まった。
　当村で学校支援地域本部事業を開始した平成２１年度からは、「日高村
子どもの未来応援団」が同事業の中核的な役割を担い、子どもを支える活
動から学校を支援する活動へと広がり、学校へ足を運び地域ボランティア
や学校へ活動紹介を行うなど、地道な活動が実を結び、活動日数及び参
加者数、支援活動のバリエーションも年々増加してきている。
　コーディネーターは、日高中学校区を対象として1名配置し、平成２４年度
からは日高中学校を拠点に活動している。放課後子ども教室にて実施して
いた日高中学校放課後学習室を、平成２５年度からは本事業で行うことと
なり、より学校と連携を図ることができるようになった。

●ＷＩＮ＆ＷＩＮの関係と活動の継続
学校と地域ボランティアどちらかに負担感が及ばないよう、コーディネー
ターによる両者へのきめ細かな調整を行っている。また活動も学校と打ち
合わせや反省会など、ＰＤＣＡサイクルをまわし、また活動を可能な限り書
面化を図ることで変わらぬ継続・引継を目指している。

活動データ等（H27実績）

事業開始

コーディネーター

日高中・日下小はＣＳ指定校その他

活動名 日高中学校区学校支援地域本部事業

関係校

平成21年度

日高中学校放課後学習室の取り組み及び特徴

資料７－２

在校生徒数と放課後子学習室の年折れ線グラフ(図2)

コーディネーターの３役  （図1）

ぞれを結ぶ役割を強く担っている。
教育支援員として通常授業へ関わりを持つことで、生徒との信頼関係の築
きに繋がり、日高中学校放課後学習室（以下学習室）の参加者増の効果を
もたらしている。
また学校側としても、学習室への生徒を繋ぐなど連携を図ることで、生徒の
学習状況や不登校等の情報の共有ができ、柔軟な対応ができている。
指導員は地域住民及び大学生とともに指導しており、加力学習はもとより
キャリア教育としても効果がみられる。（図１）

●放課後学習室の利用者の増加
特に学校とは密な連携ができており、部活を行っていない生徒や部活が休
みの場合に学習室へ参加を促し、テスト期間中は先生方も指導への協力
を頂いている。また土曜開設にあたっては協力を頂き、施設内開催が可能
となっている。上記のコーディネーターの３役の関係性も含め、在校生徒数
減と対照的に放課後学習室の参加率が上昇している。（図２）

学校空き教室を利用し、週３前後で下校時実
施。夏季休暇や土曜日不定期開催もしてい
る。英数を中心とした学習支援がメイン。

・総合実施数　166日
（内訳：学校支援120日、土曜教育11日、生活困窮
者35日）
・延べ指導員数　430人　2.6人/日
（内訳：学校支援313人、土曜教育29人、生活困窮
者88人）
・延べ参加者数　1,309人　7.8人/日
（内訳：学校支援934人、土曜教育57人、生活困窮
者318人）

・H27年度より、ＩＣＴ機器の導入（タブレット端末5
台、プロジェクター、ビデオカメラ他）
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放課後学習室参加状況 （図2）
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●学習室に来てくれる生徒
　・放課後学習室には来てくれるようになった生徒
　　▸生徒の背景
　　▸きっかけ…小学校の時学校支援で知り合いに
　　▸現状…学習室が生徒同士で言葉を交わす交流の場となった。
　・高校になっても来てくれる生徒
　　▸生徒の背景
　　▸きっかけ…日常的な声掛けと先生からの働きかけ
　　▸現状…中学校時は毎回参加。高校生になっても学習室へ参加
　　　　　　　　高校の進路について等様々な相談

●先生の想い
　・学校の先生や親という枠から外れた大人と関わってもらいたい
　・放課後学習室などを通じての生徒への寄り添いを

●コーディネーターの想い
　・生徒の言い分を徹底的に聞く
　・100の理屈より１の行動

生徒・先生・コーディネーターの想い

最後に…

放課後学習室のチラシ

●学習室は、様々な想いが交錯し、繋がる場

　・人と寄り添い、先生や生徒との信頼を積み重ねていく場

　・学校でもない、塾でもない「放課後学習室」という生徒にとっての居場所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　ひいては、学力向上、将来の目標を持つ、楽しい学校生活を送る
等、プラスへの一助となっている

放課後学習室という居場所

アンケート項目

１：自分のことは自分でできる子
２：あいさつができる子
３：めあてに向かってがんばる子
４：物事の良い、悪いの判断ができる子
５：素直な子
６：友だちと仲良くできる子
７：思いやりがある子
８：きちんと謝ることができる子
９：基礎学力がある子
１０：人の話をしっかり聞ける子
１１：学習に関心が高い子
１２：情報機器に関心が高い子
１３：読書が好きな子
１４：ことばや文章で自分の思いを表せる子
１５：好きなことに夢中になれる子
１６：何事にも粘り強く取り組む子
１７：手伝いをすすんでやる子
１８：体力づくりをすすんでやる子
１９：自然を大切にする子
２０：地域の行事、ボランティアに参加する子

日高村住民アンケート結果（図3）　　　　　　　　　※2012年日高中学校区CSｱﾝｹｰﾄより抜粋(対象:小中保護者･地域住民)

平成26年12月8日 文部科学省表彰受賞

最後に…

●どのような子どもに育っ
てほしいか？（図３）

　・全国対象に行った類似
質問では、上位に学力向
上に関する項目がある。

　・地域や保護者のアン
ケートでは生きる力に関す
る項目が上位を占めてい
る。

放課後学習室様子①

放課後学習室様子②
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どのような子どもに育ってほしいか


